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集中豪雨災害に対する地域気象情報システム

(財)日本気気象公研究所

扣研究部長　山　口　勝　輔

はじめに

昭和57年７月23日から24日にかけて梅雨末

期 の 梅 雨 前 線 が 活 発化 し， 長崎 県 を 中心 に 末

曽有の豪雨に見舞われた。長崎市では23日9

時から時間雨量で100mm以上の雨が続き，そ

の 結 果， 市内 の 河 川 の 氾濫 ， 山 崩 れ， 土 石流

の 発生 な ど に よ り 大 き な 災占 が 発生 した 。

ちょうど１年後の昭和58年７月20日から23

と予測の重要性が叫ばれ，発艇しつつある洲

定技術，通信技術と計算機を使って気象情報

の右効な利活川の方法についていろいろな場

所で検討されるようになった。

そこで，ここでは集中豪雨などによる気象

災害を防ぐための気 象情報について解説す

る，

日にかけて，特に2日には島根県を中心にし　　2.気象現象と集中豪雨の関係

て山陰地方に集中豪雨が発生し,河川の氾濫，

斜面崩壊などにより人きな災害が発生した。

集中豪雨は，毎年のようにその量の多少は

あっても日本令国のどこかの場所でゲリラ的

に 発生 す る 。 しか し， 地 域 ， 地 方 を 限 定 す る

とその地域にとっては「忘れた頃」に豪雨こ

兒舞 われ ， そ の 結 果 人 きな 災占 が 発 生 す る。

そのため，近年防災上からも集中豪雨の監隘

気象情報の内容を説明する前に，実際の集

中豪雨と気象塊象の関係を説明しよう。

図１は，昭和57年７月23日に長崎県に集中

豪雨をもたらした時の，雲仙岳則紋所の降曲

強度計の記録である。

この降雨強度計の記録を見ると，23日17時

30分から翌日の24日５時ごろまで，約12時間

の一連の降雨であったことがわかる。この一

図1　昭和57年７月23日～24日の長崎豪雨時の雲仙岳観測所の

降 雨強度計 記録。

12叫間にわたる降雨の中に　４つの人きな降雨とその中

に小 さな変動があることに注意。



連の降雨は，天気図に良く出ている梅雨前線　　3. 気象情報の流れ

上の低気圧によるものである。　　　　　　　　　　それでは，気象情報はどのようにして収集

さらにこの降雨強度計の記録の中に，約３　　 され配信されているかを見よう。

時間間隔で４波の繰り返えした降水現象があ　　　 図２は，気象情報が防災担当者や市民 まで

る。これは,積乱雲の集合した積乱雲詳によっ　　 伝わるまでの概念図を示したものである。

て引き起こされたものである。　　　　　　　　　　気象庁は，地上気象観測，ゾンデやロケッ

この約３時間の降雨記録をさらにくわしく　　 卜による高川気象観測，海上のブイロボット

見ると10分から20 分闘隔の細かい降雨の変動　　 観測，船舶気象観洲から気象術星データまで

があることがわかる。これは積乱雲邵の中に　　 を収集し，超大型計算機で天気図解析，数値

ある佃々の積雲，積乱雲によって引き起こさ　　予報を計算し各種の予報資料を作成し，アデ

れたものである。　　　　　　　　　　　　　　　 ス（気象資料自助編集中継装置）により，各

この集中豪雨の実例から言えることは，天　　 地方気象台や日本気象協会のマイコス・セン

気図だけからは集中豪雨の災害を防げること　　 ターに配信している。また，集中豪爾などの

は出来ないし，逆にレーダーによって個々の　　 局地的気象現象を常時監視するために，平均

降雨域だけを見ても集中豪雨の災害を防ぐこ　　17km問隔で降水量，気温，日照時問，風向・

とは叫来ない。すなわち，気象情報を総合し　　 風速，積雪深のデータを１時間毎に自動的に

てはじめて集中豪雨などによる気象災害を防　　 収集するアメダス（地域気象観測網）や，企

ぐことが町能となってくる。　　　　　　　　　　国25台の気象レーダーを設け，気象庁に収集

図 ２　気象情報の流れ
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するとともに� 本気象協会のマイコスにも配

信されている。

地方気象台は，その各種の気象資料をもと

に，地域の気象特性を加味して，地方の各種

予報や注憲報・警報を発表し。日本気象協会

や報道機関などを迦して一般市民へ流してい

る。

一方，日本気象協会は，マイコスを親シス

テムとする地方のサブシステムーマイコスラ

ンを持ち，アデス，アメダス，気象レーダー，

衛星画像のデータを収集，解析し特定ユー

ザーに流している。

4｡ 集中豪雨災害を防ぐ気象情報

次に，集中豪爾などによる気象災害を防ぐ

ために必要な気象情報を説明しよう。

表１は，日本気象協会のマイコスやマイコ

ス・ランから提供される気象災害を防ぐため

に有効な気象情報の内容と利用方法である。

（1）12時問から１日先の気象情報は，職員

の連絡体制のチェックや待機の指示などに必

要と考えられる。特に大雨は夜中に多いと良

く言われており，土曜日や日曜日にかけて人

雨が降ることがある。実際，長崎豪雨や山陰

表１　集中豪雨災 害を防ぐための気 象情報の

内容 と利用方法

種　　 類 内　　　　　 容 利用方法

12時間から

１日先の気

象情報

①天気予報

②台風情報

③降水確率,人雨確率

職貝の連絡

体制点 検，

待機の指示

実況から数

時 間先まで

の気 象情 報

①注意報・警報

②台風情報

③気象レーダー情報

④アメダス情恨

⑤メッシュ気象情報

⑥短時間予測情報

大雨の実況

監俔，予測

により，危

険 箇所の監

視,パトロー

ルの強化

そ の他 � 地震情 報

豪雨の最盛期は夜半であった。このような時

は，豪雨が降り始めてからでは対策が遅れが

ちとなる。その意味でも，１日前に大雨に関

する気象情報を入手し，職員に対して川知徹

底させることが大切であろう。その気象情報

は，天気予報，台風情報，降水確率・大雨確

率などが考えられる。

天気予報は，１日５回気象台から発表され

る。台風情報は，日本の国土の300km を目安

として，台風が300km以遠の場合３時間おき，

以内の場合１時間おきに発衣される。図３は，

マイコスから受けたパソコン端末の台風情報

画而である。画面は気象庁の発表の都皮変吏

される。降水確率,大雨確率は１日２回９時

21時を初期値として発衣される。図４は，昭

和60年８月23日21時を初期値として６時問後

の翌日2403 時～９時から６時間問附で降水

確率，大雨確率（30mm/6h以上の降る確率）

などを衣示したものである。この６時間変化

図からいつ頃大附 になりそうか推定できる

し，長崎豪雨や山陰豪雨では非常に良く時間

を推定していた。

（2） 実際に大雨が降り出した時，さらに降

雨が強まったりあるいは弱まったりするが，

自分の所の降雨状況だけでは今後の推移がわ

からない。そこで，アメダスなどの気象情報

を収集し，大雨の実況監視とその後の推移を

予測し，危険簡所の監俔，パトロールの強化

指示をおこなう必要がある。そのための気象

情報として，注意報・驚報，台風情報，気象

レニダー情報，アメダス情報と最近口本気象

協会の研究所で開発したメッシュ気象情報。

短時問降雨予測が考えられる。

気象台で発表（発令ではない）する注意報・

讐報は，過去の大雨による災害をもとに「災

５ －



フ クェ シ
北緯31浪
毎時35�
中心付近

ヤク410 キロの
度35分 にあって
んでい ます。
ひｎ/s

風速25m/ ｓ以上の暴風半径は
東　側　140㎞　　西　側　60㎞
風速15m/ｓ以上の強風半径は

東　側　400㎞　　西　側　300㎞

予想

12時 間後の川日６時 には
北 緯34度40分東経123 峻40分を
中心とする半径150㎞の範囲に

24時 間後の14日18時 には

北緯37度35 分東縫124度55 分を
中心とする半径200㎞の範川に
達する 見込 みで す。

９号　台風情報　日本気象協会提供

図 ３　マ イコスからパソコ ン端末で受 けた台風情報の 例

降水確率
(*10%)

大雨確率
(X)

予測資料　　　昭和60年08月23日21時
当日（03-09）　　 （09-15）　　 （15-21）

ニ ュ ー

イニシャル
(21-09)

図４　マイコスからパソコン端木まで受けた降水確率，大雨確率

一 ６ 一



害発生のおそれがある気象状況」のとき「注

意報」を発衣し，「重人な災害発生の見込み

になりそうな気象状況」のとき「警報」を発

表している，図５は,隣接県も含めた注意報・

警報の発表状況である自分の県の発表もさ

注意報 一瞥報発令状況

ることながら，隣接県の発表状況も知ること

も防災上役に立つであろう。

図６は，富士山レーダーをマイコ スからパ

ソコン端 末で受けた例である。これは台風

8512号であるが，南の海上のエコー（降水粒

昭和60年８月■日11時　現在

警報　 ■ 注意報　 ■

種類
暴

風

雨

暴
風
雪

大

雨

洪

水

大

雪

波

浪

高

潮

大

雨

風

雨

大

雪

風

雪
雷

雨

強

風

波

浪

融
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洪

水

高

潮

濃

霧

異

常

乾

燥

な
だ
れ

霖 着

氷

着

雪
県名

干葉北 ■■ ■■ ■

千葉南 ■■ ■■ ■

埼玉 ■ ■
東京 ■ ■

神奈川 ■■ ■■ ■

大島 ■ ■

八丈島 ■ ■
スペ ー ス ＝ サブ メ ニ ュ ー　　 回 ＝ メ イ ン メニ ュー

３

図５　マイコスからパソコン端木まで受けた隣接県の注意報・驚報の発表状況の例
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図６　マイコスからパソコン端末まで受けた富士山レーダーのエコー

７



子）と台風の目が非常に良くわかる。ここで

最も注意しなければならない事は，レーダー

で観測している降雨情報は上空の降水粒子の

強度で,地上雨量ではない事である。しかし，

地上雨量計では得られない降雨の面的な広が

りの情報が得られる上に，レーダーを連続稼

動させれば時々刻々の降雨変化の楠縦が得ら

れる。また，海上などの降爾状況が把握でき，

その変化傾向からいつごろ陸上に来るかも推

定できる。

一方，アメダスに代表されるような地上雨

量計の情報は，レーダーのように降雨の詳細

な面的な分布はわからないが，地点の正確な

雨虻の情報を得ることができる。アメダスは

平均17㎞であるため，描かれる等雨吊線は積

乱雲群スケール以上の現象を表現しているの

で，集中豪雨の実況鵬視には有用である。図

７は，アメダスの雨虻情報を地域特性などを

加味して人間が等雨量線を描く様に６㎞メッ

シュに内挿した地上雨量分布図である。この

画而の特徴は，図８のように道路上の降雨状

況や任意地点の雨量の経時変化（ハイエット

グラフ）を簡単に取り出せることである。

次に，レーダーの而的な降雨情報と地上雨

量の地点の正確な降雨情報を一つにまとめた

情報がある。この方法は,現在気象庁ではレー

ダ・アメダス雨量分布図として公表してい

る。

今後雨がどのように降るかの短時川予測は

一般利用目的のために気象庁が技術開発し，

特定の利用目的のために気象協会研究所が技

術開発している。

図７　メッシュ気象情報画而。アメダスを６㎞メッシュに地域特性を加昧して内挿。

-
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図８　 メッシュ気
降水状況を

を
下

報

’

情
し

象
示

利用した両 而。上図は東名高速道路上の川賀～小牧問 の
図は任意のメッシュの降雨の経時変化。

5｡ 気象情報の利用例

これらの気象情報を人手し災害を防ぐ方法

として，次の４つの方法がある。

①　NCU2型プリンター

アメダス地点爾量，注意報・警報,地震情

擢を文字情報として使う。情報文の少ない緊

急情 恨川に向いている。現在，アメダス，注

意報・驚報情報収集のために10ヶ所以上の自

治体・公団に，地震情報収集のために国鉄な

どに配倡している。

②　TELファックス

マ イコ スや気象ファックスの情報をもと

に，口本気象協会の解説予報部で解析し，予

測資料とともにTEL ファックスで配信してい

る。現在，１日先の地域細分した予測を中心

に10数ヶ所以上の自治体に配信している。こ

の場合は，１日２回の配信の例が多いが，長

野県では注意報・驚報の発表以後，毎時間予

測情報を気 象協会から配信している例があ

る。

－

③　パソコン端末

近年のニューメディアの１つとしてパソコ

ン迦信がある。このパソコン迦信の方法を利

用し，マイコスやマ イコス・ランと結び，気

象情報をリアルタイムで画像として受ける方

法である。３で述べた画像が代表的なもので

ある。現在，いくつかの自治体で取り入れて

いるが，富山県では雪楠報システムのモデル

小業として，気象楠報，道路情報を消防防災

課が人手し，各土木事務所に配信している。

この場合の気象情報は，地元の日本気象協会

富山支部の雪予測をパソコンに入力した情報

の他，気象レーダー，アメダス，積雪情報で，

これを消防防災課のパソコン端末で表示する

ことが試験的に行われた。

④　コンピュータの利用

防災専用計算機としてミニコンピュータを

利川したり，汎用大型計算機に防災用の領域

を設け利川する方法がある。

これは，図９のように県の中央監視局の計

９ －



算機で，気象台の気象情報をマイコスから，

建設省の河川情報，県の情報（雨量，水位な

どのテレメーター情報，道路情報など）を中

継局（土木事務所等）を通して収集し，防災

上必要な情報を画像処理し，大雨，洪水，斜

面崩壊，冠水，道路閉鎖等の実況監俔をおこ

なう。また必要ならば計算機で短時川降雨予

洲も行うことができる。さらに，中央監視局

から必要な情報を土木事務所などの端末装置

に情報を送り，画像などの表示で担当地域の

実況を鵬視できる。また，防災上重要な市町

村に対しても同様な事ができる。

このような総合的な水防システムを収り入

れている自治体は，静岡県の例がある｡

図 ９　総合的な水防システムの情報の流れ図（想定図）
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